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【研究成果の概要】  （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 

 

本 研 究 は 、音 楽 の 演奏 者が 自 身 の 演 奏 を評 価 する 際 の 評 価 基 準や 判 断が 、他 者 が そ れ ら を評 価す る 際

と ど の よ う な 点で 相 違点 が あ る の か と明 ら かに す る こ と を 目的 と した 。演 奏 の 自己 評 価 は 客観 性 が 低

い こ と は 、今 ま で の研究 で も 明 ら か にさ れ てき た が 、特 に 音 楽 大学の 学 生 等 、プ ロ の 演奏家 に な る 以

前 の レ ベ ル で は 、その傾 向 が 顕 著 に 表れ る こと が 明 ら か に なっ て いる 。し か し 、実 際 に は一定 レ ベ ル

以 上 の 演 奏 家 であ っ ても 、自 己 評 価 の 様 相は 演奏 技 能 に 関 わ らず 、個 人の パ ー ソ ナ リ ティ や 評価 に 対

す る 構 造 概 念 が影 響 して い る こ と が 示唆 さ れて お り 、自 己評 価 と 他 者評 価 に は 相 違 があ る こと が 伺 え

る 。そ こ で、本 研 究で は、自 己 評 価 と他 者 評 価の 一 貫 性 の 程 度、お よび 音 楽 的 に ど のよ う な点 で 相 違

点 が 見 出 さ れ る傾 向 にあ る の か を 調 査す る こと と し た 。  

 

本 研 究 で は 、 プロ の ピア ノ 演 奏 者 6 名 （ 平 均年 齢 31.5 歳 ） に よ る 同一 楽 曲 の 演 奏 （ 各 6 録音 ） を そ

れ ぞ れ の 演 奏 者に レ パー ト リ ー グ リ ッド 法 によ っ て 自 己 評 価を し ても ら い 、 順 位 付け を した デ ー タ

（ 2016 年 以 前 に 実 施 済み の 研 究 プ ロ ジェ ク トの デ ー タ ）を 利 用 し 、他者 に よ る 演 奏 評価 を 行っ た 。本

研 究 の 実 験 協 力者 は 、同 一 の 演 奏 者 によ る シュ ー マ ン 作 曲 の「 ト ロイ メ ラ イ （ Op.15 No.7）」 を 6 録

音 聴 取 し （ 同 一演 奏 者で あ る こ と は 実験 当 初に は 伝 え て い ない ）、 レパ ー ト リ ー グ リッ ド 法（ 9 件 法 ）

に よ っ て 評 価 をし 、最後 に 1 位 か ら 6 位 ま で の 順 位 づ け を 行っ た 。 1 名 分 の 演 奏（ 6 録 音 ）に対 し 、 4

名 の 被 験 者 を 割り 当 て、 合 計 24 名 （ 男 ＝ 6, 女 =18） が 実 験 に参 加 した 。 24 名 の 被 験 者 は いず れ も 、

音 楽 大 学 ま た は教 員 養成 大 学 音 楽 科 の卒 業 生ま た は 在 学 生 で、 平 均年 齢 は 26.2 歳 （ SD=8.4） で あ っ

た 。 デ ー タ は 全 て SPSS23 に よ っ て 分 析 を 行 い、主 に ク ラ ス タ ー分 析 を用 い て 、 評 価 概念 の 構造 を 明

ら か に す る こ とを 試 みた 。ま た 、演 奏 者 自 身が評 価 を し た 以 前の デ ータ を 用 い 、自 己 評 価と他 者 評 価

に つ い て 比 較 検討 を 行っ た 。  

 

分 析 の 結 果 、演 奏 者自 身が 6 回 の 録 音 か ら 1 番 良 い と 判 断 し たも の と同 じ 録 音 を 、他 者 も選 ぶ可 能 性

は 、 全 体 の 30%に 過 ぎなか っ た 。 演 奏 者自 身 が 1 番 良 い と 判 断 し た ものを 、 他 者 が 1 番 か 2 番 目 に 良

い と 判 断 す る 可能 性 へと 広 げ た 場 合、 50%に のぼ る 。し か しな が ら、 6 名 の 演 奏 家 の うち 、 2 名の 自 己

評 価 に 関 し て は 、自己 評価 で 1 番 と 判 断 し た 演奏 が 、全 て 他 者 か らは 最下 位 ま た は 下 か ら 2 番目 の 評

価 を 受 け た こ とが 分 かっ た 。そ の 他 4 名 の 演奏 に 関 し て は 、自 己評価 で 1 番 と 判 断 し た 演奏 が 、他 者

か ら も 1 番 、 も し く は 2 番 と 評 さ れ る 確 率 は 76.5%と な っ た 。以 上 より 、 プ ロ の 演 奏家 で あっ て も 、

自 己 評 価 が 他 者評 価 と著 し く 異 な る 可能 性 が明 ら か と な り、そ れ は 評価 者 で は な く 演奏 家 個人 に よ る

も の で あ る 可 能性 が 示唆 さ れ た 。自 己 評 価と 他者 評 価 が 真 逆 とな っ た 2 名 の 演 奏 家 に お い ては、演 奏

者 と 他 者 で 同 じ評 価 基準 を 設 定 す る ケー ス があ る に も 関 わ らず 、そ れに 対 す る 評 価 が異 な る傾 向 が 見

ら れ た こ と か ら 、演奏 表現 を 自 己 の 表 現と し て 、良 し 悪 し を 判 断す る 観念 自 体 に 相 違 点が あ ると 思 わ

れ る 。演 奏 評 価 に より関 与 す る 音 楽 的要 素 は、テ ン ポ や 音 の 間 違いで は な く 、演 奏 の 構成や 音 楽 的 表

現 、 音 色 や フ レー ジ ング 等 の 方 が 、 影響 が ある こ と が 明 ら かに な った 。  

【研究成果発表方法】  

ISME (International Society for Music Education) World conference への発表投稿を

行うと共に、国際誌への投稿を準備中。  

 


